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CTBT検証サイト，高崎のデータ

マイクロベクレル／立方メートル
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データ欠落の説明

「なお、別添の『CTBT高崎観測所が測定した粒子状放射性核種の放射能濃度』

のテーブルから3月14~15日のデータが欠落しているが、これは、3月16日午前

~午後にかけて発生した高崎地域の計画停電により放射線検出器の冷却システ

ムが停止し、ウィーンのCTBT事務局からの遠隔操作による同システムのリセッ

ト・再起動等に時間がかり測定できなかったため。17日以降(14~15日のデー

タ以降)は、計画停電の発生に速やかに対応したため、問題発生を回避できる

ようになった。」

http://www.cpdnp.jp/

http://www.cpdnp.jp/pdf/110826Takasaki_report_Aug23.pdf
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第１世代

第２世代

第３世代

第４世代

ウラニウ
ム２３５
原子核

中性子

この原子核破片の

飛び散るエネル

ギーが熱になる

核分裂連鎖反応--原爆



第１世代

第２世代

第３世代

第４世代

ウラニウム
２３５
原子核

中性子

×

水素原子核などに衝突さ

せて回り道をさせる．ス

ピードが落ちる．

核分裂連鎖反応--熱中性子炉の場合

×
×

×





放射性崩壊の例

炭素１４　→　窒素１４　＋　ベータ線　＋　ニュートリノ

炭素１２

ベータ線



放射性崩壊の例

炭素１４　→　窒素１４　＋　ベータ線　＋　ニュートリノ

炭素１２

ベータ線

陽子．この数で元素が決まる

中性子．陽子の数に対して決まる

ある数では安定（放射性でない）

と　の総数が元素の後に付く数字

（質量数）
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放射性の原子核（=ミクロの時限爆弾）の点火装置は

　タイマー　+　サイコロ

タイマーが鳴るとサイコロが振られ，爆発するかどうかを決める．放射線を「出

す」という目が出ればそこで爆発して終わり（放射線を出して別の原子核（元

素）に変わる）．「出さない」という目が出るとタイマーがリセットされ，はじ

めからやり直し．

タイマーの設定時間が短いと頻繁にサイコロが振られるので，早く爆発しがち．

逆に長いと滅多にサイコロが振られず，いつまでも爆発しない．前者が「半減期

が短い」，後者が「半減期が長い」．（右は長崎の作家，西岡由香さんの作品）

一定のスピードで減る（やかんのお湯） 一定の割合で減る（放射能，マイナスの利率）

時間 時間



放射線検出器

種類 対象 特徴 感度

ガイガー・カウンタ
ガンマ線

ベータ線

構造が簡単，エネル

ギー判別は不可
低

シンチレーション・

カウンタ
ガンマ線

エネルギー分解能が低

い
高

半導体検出器（ゲル

マニウム・カウンタ）
ガンマ線

エネルギー分解能が高

い．核種の同定が可能
中



原子

ガンマ線

はじき出された

電子

原子核









 
欧州放射線リスク委員会 

2010 年勧告  

 
 

低線量電離放射線被ばくの健康影響 

規制当局者のために ブリュッセル 2010年 
 

 

 

翻訳 ECRR2010翻訳委員会 

発行 美浜・大飯・高浜原発に反対する大阪の会 



影響 ICRP ECRR
致死ガン 5% 10%
非致死ガン 10% 20%
遺伝的疾患 2% 4%
心臓病 想定せず 5%

1Sv・人あ たりリスク係数



元素

より重い

５億年以上 １ヶ月~５億年 １０分~１日 １０分以下

半

減

期

ウランやプルトニウム近辺の原子核
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使用済みMOX燃料の放射能．ウラン燃料より高レベルで長寿命．使用済みMOX燃料の放射能．ウラン燃料より高レベルで長寿命．使用済みMOX燃料の放射能．ウラン燃料より高レベルで長寿命．使用済みMOX燃料の放射能．ウラン燃料より高レベルで長寿命．
フランスの研究．フランスの研究．フランスの研究．フランスの研究．







外部被ばく:

体外の放射能からの, 主にガンマ線による被ばく

　被ばく量＝線量率（Sv/時）×滞在時間（時）

内部被ばく:

呼吸や食物摂取から体内に入り込んだ放射能からの被ばく

（アルファ線による被ばくが最も深刻）

　預託線量＝摂取量（ベクレル）×実効線量係数（Sv/ベクレル）

　　　　　　摂取量＝汚染濃度（ベクレル／kg）×食物摂取量（kg）



比
核種 半減期 ICRP ECRR 註 RCRR/ICRP

H-3 12.3年 4.20E-11 2.00E-10 H-3 (HTO) 4.8
C-14 5730年 5.80E-10 2.90E-09 5.0
Co-60 5.27年 3.40E-09 3.50E-08 10.3
Sr-89 50.5日 2.60E-09 2.60E-08 10.0
Sr-90 29.1年 2.80E-08 9.00E-06 Sr-90/Y-90 321.4
Y-90 2.67日 2.70E-09
Zr-95 64.0日 9.50E-10 4.70E-08 Zr-95/Nb-95 49.5
Nb-95 35.1日 5.80E-10
Mo-99 2.75日 6.00E-10 3.00E-09 5.0
Tc-99m 6.02時間 2.20E-11 1.10E-10 5.0
Ru-106 1.01年 7.00E-09 7.00E-09 1.0
Te-132 3.26日 3.80E-09 1.10E-06 Te-132/ I-132 289.5
I-131 8.04日 2.20E-08 1.10E-07 5.0
Cs-134 2.06年 1.90E-08 2.00E-08 1.1
Cs-137 30.0年 1.30E-08 6.50E-08 5.0
Ba-140 12.7日 2.60E-09 7.80E-07 Ba-140/La-140 300.0
La-140 1.68日 2.00E-09
Ra-226 1600年 2.80E-07 2.80E-06 10.0
U-238 44.7億年 4.50E-08 8.40E-05 1866.7
Pu-239 2.41万年 2.50E-07 2.50E-06 10.0
Am-241 432年 2.00E-07 2.00E-07 1.0

経口摂取の変換係数(Sv/Bq)









原発と「六ヶ所再処理事業所」の核廃棄物 太字太字太字太字は「六ヶ所事業所　再処理指定申請書」にある数値

原発(国内全体) 再処理工場** 半減期 原発のｘ倍
希ガス 約10の11乗 3.3ｘ10の17乗3.3ｘ10の17乗3.3ｘ10の17乗3.3ｘ10の17乗 85Krは10.8年
ヨウ素129 1.3ｘ10の10乗1.3ｘ10の10乗1.3ｘ10の10乗1.3ｘ10の10乗 1700万年

百万

ヨウ素131 約10の6乗 5.6ｘ10の10乗5.6ｘ10の10乗5.6ｘ10の10乗5.6ｘ10の10乗 8日
∞

炭素14 5.2ｘ10の13乗5.2ｘ10の13乗5.2ｘ10の13乗5.2ｘ10の13乗 5,730年
一万

トリチウム 2.0ｘ10の15乗2.0ｘ10の15乗2.0ｘ10の15乗2.0ｘ10の15乗 12年
∞
∞

他・アルファ放射体 3333....7777ｘｘｘｘ11110000のののの8888乗乗乗乗 ∞
他・アルファ非放射 1111....2222ｘｘｘｘ11110000のののの11111111乗乗乗乗

ルテニウム103,106 6.9ｘ10の11乗 40日，367日

∞

ストロンチウム90 6.9ｘ10の11乗 28年
∞

セシウム137他 6.9ｘ10の11乗 30年
∞

プルトニウム239など 9.8ｘ10の9乗
∞

トリチウム 1.8ｘ10の16乗1.8ｘ10の16乗1.8ｘ10の16乗1.8ｘ10の16乗
∞
∞

2.6ｘ10の12乗2.6ｘ10の12乗2.6ｘ10の12乗2.6ｘ10の12乗ヨウ素129 ∞
1.8ｘ10の11乗1.8ｘ10の11乗1.8ｘ10の11乗1.8ｘ10の11乗ヨウ素131 ∞
9.8ｘ10の9乗9.8ｘ10の9乗9.8ｘ10の9乗9.8ｘ10の9乗他・アルファ放射体 ∞
7.0ｘ10の11乗7.0ｘ10の11乗7.0ｘ10の11乗7.0ｘ10の11乗他・アルファ非放射

(玄海原発のみ)

ドラム缶 2,199 本／年

∞

その他 186 本／年

年間放出量（ベクレル）

検出不能

固体

空中へ

海中へ

燃料１トンあたり２．７立方メートル



クリプトン 85
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大気への放出　クリプトン85　3.3x10の

17乗ベクレル/年

　一般の施設からの排気の許容濃度�(最も

緩いケース)�10の５乗ベクレル/立法メー

トル

　この濃度にするには，一年中平均して

一様に放出すると仮定して，毎秒１０万毎秒１０万毎秒１０万毎秒１０万

立方メートル立方メートル立方メートル立方メートルの空気で薄めなければなら

ない．（一辺が４７ｍの立方体）

　→　実際には毎秒３９３立方メートル立方メートル立方メートル立方メートル

海洋への放出　トリチウムの場合　1.8x10の16乗ベクレル/年

　一般の施設からの排水の許容濃度��6x10の7乗ベクレル/立法メートル

　この濃度にするには，一年中平均して一様に放出すると仮定して，毎秒９．５立方メートル毎秒９．５立方メートル毎秒９．５立方メートル毎秒９．５立方メートル

の水で薄めなければならない．（実際は毎秒２８リットル？）

　実際には他の放射能も混じっているので，より厳しい「別表第二」の基準となり，これでは

7x102ベクレル/立法メートル．この濃度にするには毎秒８１万トン毎秒８１万トン毎秒８１万トン毎秒８１万トンの水



地震と原発・プルサーマル

１９７０年～３０年間に発生したマグニチュード５以上の地震

アメリカ　３２２回

フランス　　　２回

イギリス　　　０回

ドイツ　　　　２回 以上､ISC(国際地震センター)カタログ1904̃2000より

日本　　３９５４回 （気象庁「地震年報」より）

つまり、ほとんど地震がゼロの地域でプルサーマルが実施されている。アメ

リカは地震の多い西海岸には原発をほとんど建設していない。



米国の原発の分布

日米の地震の頻度，マグニチュード５以上
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初出：「科学・社会・人間」３０号（１９８９年）

原発の過密さの指標

被災者数 = 被災面積 × 人口密度

被災面積 ∝ 原発の規模

　　　　（ ∝：比例 ）

事故の確率 ∝ 原発の数

被災者数の「期待値」= 事故の確率 × 被災者数

 ∝ 原発の数 × 原発の規模 × 人口密度 = 原発総出力 × 人口密度



米国

フランス

日本

ロシア

ドイツ

韓国

英国
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102.43 

66.13 
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3.13 

7.21

15.45 

0.19 

5.01 
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3.18 

0.04 

0.95 

0.19 

「国民放射能近隣度」“NRN”

原発総出力×人口

面積
NRN =

= 千人・百万kW／平方キロ



紫: 15キュリー／平方キロ 以上
　 55万5千ベクレル／平米 以上
　　（強制退去地域）

赤: 5~15キュリー／平方キロ 
　18万5千~55万5千ベクレル/平米 

ピンク: 1~5キュリー／平方キロ 
　 3万7千~18万5千ベクレル/平米

チェルノブイリ汚染マップを同じ縮尺の九州地図に重ねたもの







又学問者は，才智・弁口にて本体の臆病・欲心などを

仕隠すもの也。人の見誤る所也。

（葉隠，聞書第一）



















録画ゲリラ作戦 　 要項

対象：　　ＮＨＫとすべての民放地上波の報道番組，ワイドショー番組

分担曜日：今年の自分の誕生日の曜日を毎週録画する

分担チャンネル：生まれた日を6で割った余りで次のように分担

　　0(割り切れる)　NHK　　 1　テレビ朝日

　　2　TBS 3　日本テレビ

　　4　フジテレビ 5　テレビ東京

追加：少し古い機器をお持ちの方のために，次のような参加のオプションも加えます．1日を時間帯で分

割します．

年齢÷４ が

　余り０　６時_１２時 余り１　１２時ー１８時

　余り２　１８時ー２１時 余り３　２１時ー２５時（２４時ではなく）



真実はネット上にあり

推薦サイト

NPJ ( News for the People in Japan )　日本の日本語のサイト

OurPlanet-TV（アワープラネット・ティービー）

低気温のエクスタシー



非暴力直接行動

民主主義の機能不全を補正，補完するものとしての直接行動

文献：

マイケル ランドル，

市民的抵抗̶非暴力行動の歴史・理論・展望，新教出版社，2003

トライデント・プラウシェアズ，

トライ・デンティング・イット・ハンドブック」，

発行：ゴイル湖の平和運動家を支援する会，他，2004年 11月













究極的に悪いのは悪人の残忍さではなく，

良識ある人々の沈黙である．

"The ultimate tragedy is not the brutality

of the bad people, but the silence of the

good people." -- Martin Luther King




